
平成 28 年度第 2 回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録

日 時：平成 28 年 9 月 23 日（金）13:30～14：35

場 所：静岡県地震防災センター 大会議室

出席者（敬称略）

吉田、河島、大石、岡田（代理：中嶋）、佐藤、戸田、山本、山中、

塚原（代理：加知）、酒井、竹林、橋本、小野（代理：向坊）、井ノ口、井口

佐々（代理：森）、三隅、辰己、大西

オブザーバー（敬称略）： 寶（所長）、廣岡（前議長）、西上、松室（文部科学省）

（事務局）：平田、河津

配布資料

資料１ 京都大学防災研究所自然災害研究協議会出席者名簿

資料２ 平成 28 年度第 1 回京都大学防災研究所自然災害研究協議会議事録（案）

資料３ 本部及び地区部会の活動報告（中間）

資料４ 科研費（突発災害）申請の研究課題と研究組織

「2016 年熊本地震と関連する活動に関する総合調査」

・協議会開催にあたり、橋本委員より中川議長が海外出張で欠席のため、代理で議事

進行を行うことについて説明があり、今回、初めての試みとして日本自然災害学会

とジョイントし、引き続き、シンポジウム、協議会を静岡で行うこととなり、シン

ポジウムは、47 名の出席があったことが報告された。

・議事に先立ち、京都大学防災研究所長 寶馨教授ならびに文部科学省研究開発局地

震・防災研究課防災科学技術推進室 松室寛治室長より挨拶がなされた。

・橋本委員より、本協議会の委員紹介及び出席委員（代理）の確認がなされた。

議 事:

１．前回議事録（案）の確認（資料２）

橋本委員より議事録（案）の説明があり、了承された。

２．平成 28 年度これまでの活動報告および今後の活動計画について（資料３）

本部及び各地区部会より資料に基づいて、これまでの活動報告と今後の活動計画に

ついて説明がなされた。



○本 部：

第 53 回自然災害科学総合シンポジウムの開催（H28.9.22～23 静岡県地震防

災センター 静岡県後援）、河川災害シンポジウムの開催（H29.3.15 九州大学

伊都キャンパス）、SAIGAI データベースの充実（次回協議会に向けて案を準備

中）、人材 DB の充実、国際展開調査として第 3 回世界防災サミットを開催予定

（H29.3.19～21 京大宇治キャンパス）、突発災害調査の実施（科学研究費補助

金特別研究促進費による調査、京都大学防災研究所共同利用・共同研究拠点重

点推進共同研究による調査（現在調整中））

○北海道地区：

第 1 回地区部会幹事会・センター運営委員会開催（H28.8.29 北海道大学）、

地区フォーラム（現在検討中）、台風 10 号による洪水水害調査の科研突発災害

申請について（今回見送り）

○東北地区：

東北地域災害科学研究集会および東北地区部会総会の開催（H28.12.23～24

陸前高田市コミュニティホール）、東北地区部会ウェブページの管理運営（レン

タルウェブサーバーへ移行）

○関東地区：【齊藤委員欠席のため橋本委員読み上げ】

彩の国市民オープンフォーラムの開催（H28.11.9 大宮ソニックシティビル）、

人材データベースの保守・拡充

○中部地区：

三重県・三重大学みえ防災・減災センター研究成果公開シンポジウムの開催

（H28.6.11 三重大学）、減災連携シンポジウム開催（H28.6.30 名古屋大学）

東三河地区減災連携シンポジウムの開催（H28.12.6 豊橋市穂の国とよはし芸

術劇場「プラット」）、自然災害科学中部地区研究集会の開催（H29.3.4 静岡市

内）、げんさい楽座の開催（H29.3.27 岐阜大学サテライトキャンパス）、人

材データベースの充実と活用、中部地区自然災害資料センターの活動（HP の

運営・管理、水防災セミナーの開催、SAIGAI データベースの更新）

○近畿地区：【牧委員欠席のため橋本委員読み上げ】

地区部会の開催（H28.8.1 AP 大阪梅田東）、共催防災関連研究集会（9 月末

締切で公募中、H29.1 開催予定）

○中国地区：

部会登録の促進および事務局体制の充実、部会ＨＰの管理・充実、防災教育実



践プログラムを主催（H28.10.15 防府市立右田小学校）、中国地区部会研究発

表会の実施（H29.3.18 山口大学吉田キャンパスで開催予定）、研究論文集（第

3 号）の発行準備中

○四国地区：

昭和 51 年台風 17 号災害 40 周年講演会と現地見学会開催（H28.9.10・H28.9.11

小豆島オリーブ公園サンオリーブ多目的ホール、小豆島町谷尻地区および小豆

島町西村地区）、昭和南海地震 70 周年記念シンポジウムの開催（H29.1 高松市

で土木学会四国支部と共催で開催予定）、四国災害アーカイブスの充実、地区部

会の開催（H29.3 高松市で開催予定）

○西部地区：

研究発表会の開催（H9.2.3 予定）、地区部会報（41 号）の発行、地区部会名簿

の更新、第 2 回西日本防災・防犯危機管理展「SAFETEC2016」への出展

（H28.11.10～H28.11.11）、関連活動（参考）の報告

・京都大学防災研究所 寶所長より、防災学術連携体に各地区部会の情報の提供につ

いて提案があり、了承された。

３．今後の予定

① 第 3 回自然災害研究協議会は、学会、サミット、卒業式等の行事との兼ね合い

で、3 月 13、14 日あるいは、最終週の 3 月 27 日以降で日程調整の上、実施す

ることとなった。

② 橋本委員より、平成 28 年度末で任期が終了する各委員の後任について、第 3

回協議会で報告承認することとなるので、それぞれの担当で後任の検討をお願

いする旨の依頼があった。

４．その他

① 資料４に基づき科研費（突発災害）申請の研究課題と研究組織についての概略

の説明がなされた。

② 次年度のシンポジウムおよび第 2 回協議会の開催について、日本自然災害学会

（H29.9.28～30 新潟県長岡市開催）とのジョイント及び日程について、来月

以降、事務局よりメールで提案し、調整することの説明があった。

配布冊子等
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